
*訊く：興味のあることを人に質問
したり調べたりできる。 
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①  場をつくる ― 価値付けが生まれる環境 ― （学級経営の土台） 

・基本的な学び方と約束を共有する。 
・友達の意見や考えを*訊き合える環境をつくる。              
・教えるべきことは教え、子供が動き出せるように習慣化する。 
・間違いや失敗が受容され、失敗を恐れず挑戦する風土を醸成する。 

②  見取って価値付ける ― 子供の姿に応じた関わり ― 

◇学びを進める場面（学習指導）         ◇心を支える場面（学級経営） 

【自己決定】 

見取る：どのような方法で誰と学ぼうかなど、自分

で選んでいる。 

価値付けの言葉：「自分に合う学び方を考えて進めら

れたね。」 

【対話・交流】 

見取る：友達の考えと自分の考えを比べている。 

 

価値付けの言葉：「友達の考えのよさに気付けたこと

で、自分の考えが深まったね。」 

【試行錯誤】 

見取る：課題に様々な方法で取り組んでいる。 

価値付けの言葉：「一度で上手くいかなくても、次の

方法を考えていて、いいね。」 

【挑戦をためらう】 

見取る：やってみたい気持ちと失敗への怖さの両方

を抱えている。 

価値付けの言葉：「やってみたいと思えたこと、 

それがもう大切な一歩だよ。」 

【力を尽くしている】 

見取る：役割や課題にコツコツと取り組み、努力や

小さな貢献を積み重ねている。 

価値付けの言葉：「コツコツ続けていたその努力が、

みんなの学びを支えていたよ。」 

【迷っている】 

見取る：複数の選択肢があり、決めかねている。 

価値付けの言葉：「迷う時間も大事だよ。じっくり考

えて選ぼうとしているね。」  
 

③  価値付けの効果  ― 子供に育つもの ― 

◎自分の学び方のよさに気付き、自らの思考や行動を客観的に捉えられるようになります。 
○「自分の学びには意味がある」「やってみることに価値がある」「失敗してもそこから学べる」と実感するようになります。  
○「見通し→追究→振り返り」の過程を自ら調整し、次の問いへつなげる主体的な学び手となります。 
◎心理的安全性が確保され、自己存在感が高まります。 
○失敗を恐れず、試行錯誤しながら挑戦する主体的な姿が育まれます。 

 

 

 

 

 

 
 

今週の当番は、達人の集まり！ 
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子供の学びを「価値付け」で支える  

～ ～ 環境の構成と教師の関わりで、子供の「自ら学ぶ」を支える ～ 

 

 

 

 

 

～伴走者として支援する授業づくり～ 

前号では、「自律した学習者」を育てるために、学習指導と学級経営を両輪として進めることについて紹介しまし
た。その両輪を動かす上で大切なのが、子供の学びを価値付けることです。教師の役割は「教える・指示する」だけ
ではなく、「子供の姿を価値付け、伴走する」へと転換することで、子供の主体的な学びを支えることができます。 

「価値付け」とは？ ⇒ 子供の「学びの過程」を見取り、「何がよかったのか」を言葉にして返し、次の学びにつ
なげる関わりです。褒めることではありません。「できた・正解した」という結果だけではなく、エージェンシーを発揮し
て「考えた・試した・比べた・迷った・やり直した・挑戦した」という学びの意味を言葉にして返すことです。「価値付
け」を行うことにより、子供は自分のよさに気付き、自ら学びを調整し始めます。 

 

明日からの「価値付け」のポイント 

◇結果より過程を！ 

〇「できた」より「どのように考えたか」を言葉にします。 

〇すぐに正解を与えず、ヒントや視点を示しながら、 

寄り添い伴走します。 

◇価値付けを日常の風景に！（右図参照） 

〇子供の素敵な姿や学びの足跡を、写真と教師の価値付

けコメントを添えて教室に掲示し、いつでも振り返られる

ようにします。 


